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『地区におけるまちづくり活動の目標（地区ビジョン）』を紹介します。
地区ビジョンとは、地域計画の検討にあたり、各地区において、まちづくり活動等を
行っている団体等の議論を経てまとめられた、今後10年間に地区として、めざしてい
くまちづくり活動の目標です。
各地区における活動団体は、地区ビジョンの実現に向けて、連携しながら取組みを進
め、区は実現に向けて支援を行います。
※地区は、出張所・まちづくりセンターの管轄する27の区域を指し、各地区名の横の＜　＞内は町名を記載
しています。
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5 地域計画
❶基本的な考え方

世田谷区は、平成3年（1991年）4月、地域行政制度＊をスタートしました。

以来20数年、「打てば響くまちづくりをめざして」さまざまな取組みがなされ、地域行政

は88万都市世田谷を支える大きな幹に成長しました。

地域計画は、これまでの地域行政の展開の実績に基づき、地域からの発想により、地域の

特性・個性を踏まえて、その将来像を描き、地域における計画を明らかにするものです。

❷地域計画について

各地域の特性と地区におけるまちづくり活動の目標（地区ビジョン）を踏まえ、めざしてい

く将来像（まちの将来像）を明らかにしています。また、基本計画の分野別政策等と整合を

図り、推進します。

❸構成

①地域の特性

地域の歴史経緯と現状、地域の構造、土地利用、道路・交通、人口、区民活動などの要素

を整理し、地域の特性を明らかにして、地域の主要課題を記載しています。

②まちの将来像

地域としてめざしていく将来像と取組みの方向を記載しています。
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地域の特性

地域のなりたちと姿
世田谷地域は区の東部に位置し、区役所をは

じめ税務署・登記所・都税事務所等があり、区

の行政上の中心となっています。

この地域は室町時代から吉良氏の領地であり、

江戸と小田原を結ぶ交易の地として、大山道沿

いに街並みが発展してきました。三軒茶屋は、

現在の世田谷通りと国道246号線の三叉路のあ

たりにあった、三軒の茶屋に由来し、今でも世

田谷地域の商業の中心地となっています。

区役所の周辺は幕末の思想家・吉田松陰を

祀った松陰神社、上町駅の近くには江戸時代の

彦根藩世田谷領の代官の住宅（代官屋敷）があ

るなど、歴史がしのばれる地域です。

また、源頼朝の乗った馬にまつわる「馬引沢

伝説」や、世田谷城主・吉良頼康の寵愛を受け

ながら、悲しい最期を遂げた常盤姫の「さぎ草

悲話」など伝説が残る地でもあります。

江戸時代、世田谷区の地域は幕府領や彦根藩

の飛び地でしたが、明治以降、東京府に移管さ

れ、明治22年（1889年）の町村制施行により、

現在の世田谷区の基盤となる6村体制が確立し

ました。このうち世田谷村と駒沢村の多くが、

現在の世田谷地域へと引き継がれています。

環状7号線の東側は、大正から昭和にかけて

農地が宅地化され、郊外型ベッドタウンのはし

りとなった地域であり、古くからの木造住宅が

密集する市街地が広がっています。西側は一部

で農地もみられる一般的な住宅地となっていま

すが、近年は、宅地の細分化や中高層マンショ

ンの建設が進んでいます。
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暮らしの姿
平成26年（2014年）1月1日現在で、約23

万8千人と、区内5地域のなかで人口が最も多

く、人口密度も最も高くなっています。

世田谷地域は都心から近く、流出入率の高

い20代から30代の単身世帯が多いという特徴

があります。今後転入などの社会増により、し

ばらく緩やかな人口増加が見込まれるとともに、

高齢化が急速に進むと予測されています。近年

では出生数も増加しており、保育サービスをは

じめ、子育て環境の充実も課題となっています。

古くから宅地化が進んだ木造住宅密集地域で

は、都市基盤が未整備で老朽化した建物も多く、

防災性の向上をめざし、市街地の不燃化や災害

時の避難経路の確保、延焼防止のための道路の

整備を進めています。

みどりの貴重な資源である民有地の緑や農地

は減少する傾向にあり、世田谷地域のみどり率

は、区内の5地域の中で最も低くなっています。

また、世田谷地域の1人当たりの公園緑地面積

は区の平均を下回っており、地域内でのみどり

の保全・創出が課題となっています。

地域内には首都高速3号線、玉川通り、環

状7号線、世田谷通りの幹線道路が通っており、

道路網の骨格を成していますが、高齢化が進む

地域にとって、横断歩道の整備など、日常生活

での移動のしやすさが課題となっています。

目黒通りと甲州街道を結ぶ補助第154号線

の整備が進められており、不足している南北交

通の強化を図るため、バス路線の導入が課題と

なっています。

にぎわいと地域の活動
事業所、従業者数ともに5地域で最も多く、

小売や飲食業をはじめ、事業活動が活発に行わ

れています。

三軒茶屋や経堂、松陰神社前など、駅を中心

に発達している商店街は、従来から地域のコミュ

ニティ空間としてもにぎわいを見せています。国

道246号線沿いの三宿交差点付近では、個性的な

店が集まり、新たなにぎわいを生み出しています。

また、三軒茶屋には「音響家が選ぶ優良ホール

100選」に選定された世田谷パブリックシアター

があり、全国から人々が訪れています。

代官屋敷周辺では、戦国時代の楽市を由来と

し、430年もの伝統を持つ「世田谷のボロ市」

が開催され、冬の風物詩となっています。大正

14年（1925年）に開通した世田谷線は、区民

の身近な乗り物として親しまれ、沿線イベント

として「萩・世田谷幕末維新祭り」「三茶de大

道芸」などが行われており、世田谷公園で開催

される「環境ネットフェスタ」、「経堂まつり」

等のイベントも定着し、区外からの集客もある

など、大きなにぎわいを生んでいます。

青年層の参加が少ないという課題がありま

すが、世田谷地域内46町会・自治会をはじめ、

多くの人々のかかわりを得て地域活動が展開さ

れています。子どもから高齢者までの支えあい

ネットワークづくり、地区ごとの避難所運営訓

練や防災訓練なども、それぞれ工夫しながら進

められています。また、地域内には多くの大学

があり、学校と地域が災害時協定を結ぶなど、

防災活動などを通じて連携を深めています。
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まちの将来像

世田谷の歴史と文化を大切にし、
交流とにぎわい、活力のあるまち

多様な世代が交流する豊かな地域コミュ⨋
ニティを形成し、次世代に継承できるま
ちをめざします。

「世田谷のボロ市」をはじめとする地域⨋
の祭りやイベントなど賑わいを大切にし
ます。
学生など多くの若者の力を活かし、多様⨋
な世代が、ともに地域活動に参加するま
ちをつくります。
歴史に親しみ、文化・芸術活動をとおし⨋
て創造性豊かなまちをつくります。
快適で便利な、活力ある商店街を大切に⨋
します。

安心して豊かな気持ちで暮らせるまち

区民のだれもが、身近な地域で安心して⨋
相談し、適切な支援が受けられる地域包
括ケアシステムの構築に取り組みます。
子どもが健やかに育つよう、身近な地域⨋
で、相談や見守り、支えあいのネット
ワークをつくります。
障害者や支援の必要な高齢者が、地域で⨋
安心して暮らせるよう、地域福祉サービ
スの充実を図ります。
あんしんすこやかセンター、社会福祉協⨋
議会、町会・自治会、民生・児童委員、
医療機関、サービス事業者、NPO、ボ
ランティアなど、福祉・保健や見守り・
助け合いの地域ネットワークを築きます。

緑道など地域の資源を活用し、地域の交⨋
流の中で区民が主体的に健康づくりに取
り組むまちをつくります。

災害に強く安全で、
いつまでも住み続けたいまち

地域の絆を大切にし、いざという時に助⨋
け合えるまちをつくります。
日ごろからの防犯活動や実践的な防災訓⨋
練、避難所運営訓練を実施し、犯罪のな
いまち、災害に強いまちをめざします。
区役所周辺や太子堂・三宿地区などの木⨋
造住宅密集地域や三軒茶屋駅周辺地区の
不燃化や建物の耐震化をはじめ、道路や
公園などの基盤整備も着実に進め、災害
に強い街をつくります。
民有地の緑化を進めるなど、一人ひとり⨋
がみどりを大切にし、みどりの保全・創
出を図り、潤いのあるまちをつくります。
安全な歩行空間と自転車の走行環境の整⨋
備を進めるとともに、バス路線の充実を
図るなど、快適で移動しやすいまちをめ
ざします。
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地域の特性

地域のなりたちと姿
北沢地域は区の北東部に位置して、南北に環

状7号線が通っています。小田急線、京王線、井

の頭線、世田谷線の鉄道の結節点となっている

下北沢、明大前、下高井戸、豪徳寺などの駅は

駅前商業地として商店街が形成されています。

明治期に〝代沢茶〝と呼ばれた茶栽培に代表

されるように、北沢地域は純農村の姿をとどめ

ていましたが、大正から昭和にかけての私鉄の

開通や、関東大震災の後、旧世田ヶ谷町などの

東部地域に都心からの移転により人口が急増し、

郊外住宅地へと大きく姿を変えていきました。

昭和の初期から昭和10年代の北沢地域の基盤

整備は、区画整理や耕地整理に加えて、旧松沢村

全村に及ぶような面的な建築線指定によっても行

われました。その結果、現在でも良好な住宅地と

して残されているところが多くなっています。

戦後の人口急増の中で、木造賃貸アパートの

増加など、太子堂・北沢など区の東部地域は、

木賃アパートベルト地帯＊に組み込まれ、災害

に弱い密集市街地となりました。このため、現

在、北沢3･4丁目などの地区において災害に強

いまちづくりに取り組んでいます。

地域には、室町時代の世田谷領主・吉良氏が

築いた館の一部が世田谷城阯公園として残り、

館跡は井伊家の菩提寺である現在の豪徳寺であ

るといわれています。また、勇壮な神輿が見ら

れる北澤八幡や代田八幡神社の祭、大きな天狗

が下北沢を練り歩く天狗まつり、区の指定無形

文化財である代田の餅つきや森厳寺の針供養な

ど、古い伝統と歴史が残されています。
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暮らしの姿
北沢地域は、桜上水・赤堤地区などにわずか

に農地が残されていますが、ほとんど市街化さ

れており、みどり率も世田谷地域に次いで少な

い状況です。大規模な住宅団地も少なく、住宅

建替えにあたっては、大きな敷地はマンション

に、小さな敷地は更に小分けされた戸建になる

傾向にあります。

人口は減少傾向にありましたが、平成26年

（2014年）1月1日 現 在、 約14万4千 人 と 増

加に転じましたが、10年後（平成35年/2023

年）は約13万5千人と減少が想定されています。

地域には、今後全学年が単学級で推移すること

が見込まれる小学校があり、学校の統合と学校

跡地の活用の検討が進められています。

高齢化は他の地域に比べて高く、介護保険の

認定者は、約6千人と増加傾向にあります。地

域では、ミニデイやサロン、自主活動グループ

による高齢者に対する活動も活発です。梅丘地

区では、高齢者の見守り活動に取り組んでいま

す。また、都立梅ヶ丘病院跡地では、全区的な

保健・医療・福祉の拠点施設が整備される予定

です。

下北沢駅周辺では、小田急線の連続立体交差

事業等に合わせた街づくりが進められており、

小田急線の地下化や井の頭線の改良工事、駅前

広場の整備などにより駅周辺の風景は、今後大

きく変わります。また、京王線の連続立体交差

事業も予定されており、明大前駅をはじめ、各

駅周辺の街づくりが進められていきます。

にぎわいと地域の活動
地域の事業所は約4千9百か所、従業者数約

3万7千人になります。事業所は下北沢駅周辺

の集積が大きく、明大前や下高井戸駅周辺にも

集積が見られます。商店の売上げは下北沢駅周

辺地区で地域の商品販売額の約半数を占めてい

ます。

下北沢は、飲食店や商店のみならず、劇場や

ライブハウス、古着や骨董など特色のある店も

多く、1年を通して音楽祭や演劇祭、伝統的な

祭りなどの多くのイベントが開催され、若者を

はじめ多くの人が訪れる街となっています。

北沢地域の町会加入率は約78%と区の平均

約57%を大きく上回っています。他の地域と比

較し、地震の際の危険度の高い地区も多く、町

会・自治会は要援護者支援やスタンドパイプの

整備など、防災や防犯活動に熱心に取り組んで

います。

北沢地区では「シモキタクリーン作戦」や「落

書き消し隊」など地区の環境美化、青少年の健

全育成などにさまざまな団体が一体となって取

り組んでいます。

梅まつりが開催される羽根木公園は、長い歴

史をもつ「雑居まつり」や子どもが自由に遊ぶ

「プレーパーク」発祥の地であり、北沢地域はボ

ランティア活動や福祉関係のNPOの活動が活

発な地域でもあります。また、「健康まねきの

会」の活動や、新代田地区の「まちぐるみ運動

会」など、地域の中でいつまでも健康でいきい

きと暮らす取組みが進められています。
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まちの将来像

ともに支えあい、絆をはぐくみ、
健康を招くまち

隣近所、町ぐるみで常日頃からの協力、⨋
支援体制を強化します。
町会・自治会、商店街、さまざまな協議⨋
会、実行委員会などの連携により、要援
護者支援、高齢者の見守りネットワーク
など区民主体の活動を推進します。
都立梅ヶ丘病院跡地の保健・医療・福祉⨋
の拠点施設の整備に合わせ、地域との連
携を図り、高齢者や障害者など誰もが住
みなれた地域で生き生きと暮らせるよう
にします。

「きたざわ健康まねきの会」とともに、⨋
「健康きたざわプラン」を推進します。
児童・障害者・高齢者などの虐待やDV⨋
のない地域づくりに努めます。
地域包括ケアシステムの構築に取り組み⨋
ます。

モダンと伝統が織りなす、
若さとにぎわいのあるまち

区民主体・区民参加のイベントや区民相⨋
互のネットワークづくりの連絡会などの
活動を支援し、コミュニティ形成、連帯
意識の醸成に努めます。
子どもを育む地域活動の支援や活動団体⨋
の交流など、次代を担う子どもたちを育
てます。
外国人などの来街者が気軽に街を楽しめ⨋
るような「まちなか観光」の取組みを進
めます。

区民の活動を支援する区民利用施設を整⨋
備します。

災害に強く、安全で住みよいまち

小田急線の連続立体交差事業、井の頭線⨋
改良工事などに合わせ、地域の方々とと
もに各駅周辺街づくりを進めます。
地下化された小田急線の上部は、防災⨋
とみどりの機軸となる空間として整備
します。
下北沢駅周辺は、駅前広場や道路の整備⨋
により、にぎわいのある安全で安心の空
間として整備し、街に新たな魅力を創り
出します。
京王線の連続立体交差事業に合わせ、都⨋
市計画道路や駅前広場の整備、駅周辺街
づくりを進めます。
災害に強い街づくりの進展に合わせ、不⨋
燃化特区制度＊の活用などにより、防災
街づくりを進めます。
町会・自治会の地区防災力の向上を支援⨋
し、初期消火、避難所運営などに素早い
対応が図れるようにします。
防災・防犯、安全・安心の地域・地区づ⨋
くりを進めます。
大学と連携し、防災時の対応や街づくり、⨋
地域の活性化などに取り組みます。
残された貴重な農地を保全するとともに、⨋
みどりの創出に努めます。
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小田急線

世田谷代田駅付近から
小田原方向（地下化後）

下北沢音楽祭

春の北沢川緑道

”北沢健康まねきの会”
のキャラクター

北沢タウンホールから
新宿方面（地下化前）
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